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１　航空事故調査の経過

１．１　航空事故の概要

個人所有アレキサンダー・シュライハー式ＡＳＷ２０ＣＬ型ＪＡ２３３７（滑空機） 

は、平成元年３月２６日、第７回日本滑空選手権大会の速度競技に参加し、飛行機え 

い航により読売大利根滑空場を出発したが、途中高度が低下してきたため１３時３０ 

分ごろ、栃木県下都賀郡壬生町の空き地に不時着の際樹木に衝突し、大破した。

同機には、機長のみが搭乗していたが、死傷はなかった。

１．２　航空事故調査の概要

1.2.1　事故の通知及び調査組織

航空事故調査委員会は、平成元年３月２７日、運輸大臣から事故発生の通報を受 

け、当該事故の調査を担当する主管調査官を指名した。

1.2.2　調査の実施時期

平成元年３月２７日 事実調査



1.2.3　原因関係者からの意見聴取

意見聴取を行った。

２　認定した事実

２．１　飛行の経過

第７回日本滑空選手権大会が、平成元年３月１９日から３月２６日にかけ、埼玉県 

北埼玉郡大利根町の利根川河川敷にある読売大利根滑空場（以下「滑空場」という。）を 

基地にして行われた。

３月２６日、ＪＡ２３３７は、ほかの６機とともに滑空場－（３２．８３キロメート 

ル）－自治医大－（３７．４６キロメートル）－ＪＲ足利－（３９．８４キロメートル）－ 

境大橋－（２９．４０キロメートル）－佐野サービス・エリア－（１７．５０キロメート 

ル）－滑空場の間の合計距離１５７．０３キロメートルを飛行する１５メートル級の速 

度競技に参加した（付図参照）。

同機は、１１時０４分ごろ機長のみが搭乗し、飛行機えい航により滑走路３１から 

発航し、滑空場の上空において規定の高度６００メートルで、えい航から離脱した。

その後、事故に至るまでの経過は、機長によれば次のとおりであった。

同機は、えい航から離脱後滑空場の上空で上昇気流に乗りながら旋回飛行を行 

い約８００メートルの高度に達した後、滑空場上空のゲート（競技開始地点）を１ 

２時１０分ごろ通過し、最初の目標地点である自治医大上空へ向けて飛行した。

この滑空場－自治医大の３２．８３キロメートルの区間における最高高度は、

約９５０メートルであった。

自治医大上空を、高度約６００～７００メートル、速度約９０キロメートル／ 

時で通過した後、昇降計が約－２メートル／秒を示し高度が低下してきた。

旋回を繰り返しながら上昇気流を探したが、高度が約３００メートルとなり、 

更に高度が急速に失われてきたので、不時着を決意した。

機首前方に、長さ約２００メートルの樹木に囲まれた空き地を視認し、これを 

不時着場に選定して進入を開始したが、高度が低くなりすぎ、不時着場の手前の 

樹木に衝突した。

同機は、不時着場の手前約３０メートルのところにある高さ約１０メートルの 

樹木と樹木の間に機首を突っ込み、両翼が樹木に衝突して落下し停止した。



事故発生地点は、栃木県下都賀郡壬生町大字壬生乙１の空き地で、事故発生時刻は、 

１３時３０分ごろであった。

なお、同競技参加機６機のうち、予定飛行経路を飛行しないで早めに帰投した１機 

を除き、事故機を含め５機全機が主催者の示した不時着場以外の場所に不時着した。

２．２　人の死亡、行方不明及び負傷

なし

２．３　航空機の損壊に関する情報

2.3.1　損壊の程度

大破

2.3.2　航空機各部の損壊の状況（写真参照）

左右主翼 破損

風防 破損

胴体下部 破損

２．４　航空機以外の物件の損壊に関する情報

なし

２．５　乗組員に関する情報

機長 男性 ４５歳

自家用操縦士技能証明書 第１４９４号 昭和３９年１１月２６日

限定事項 滑空機 上級滑空機 昭和５１年１１月１６日

操縦教育証明 第４５０号 昭和５２年８月１８日

自家用操縦士技能証明書 第１３８１８号 昭和６３年８月１１日

限定事項 飛行機 陸上単発機

第二種航空身体検査証明書 第２３７１０９１５号

有効期限 平成元年７月７日

総飛行時間 約１，２５０時間

（うち滑空機約１，２００時間）

滑空機発航回数 約４，１００回



同型式機飛行時間（発航回数） 約３００時間（約４００回）

最近３０日間の飛行時間（滑空機のみ）（発航回数）

２１時間５０分（１２回）

２．６　航空機に関する情報

2.6.1　航空機

型式 アレキサンダー・シュライハー式ＡＳＷ２０ＣＬ型

製造番号 ２０７７４

製造年月日 昭和５９年１１月１日

耐空証明書 第６３－１１－２４号

有効期限 平成元年１０月２９日

総飛行時間（発航回数） １１６時間２０分（９４回）

2.6.2　重量及び重心位置

事故当時、同機の重量は３７１キログラム、重心位置は３００ミリメートルと推 

算され、いずれも許容範囲（最大離陸重量３８０キログラム、重心範囲２４０～３６ 

０ミリメートル）内にあったものと認められる。

２．７　気象に関する情報

2.7.1　事故現場の北東約９キロメートルに位置する宇都宮飛行場の当日の気象観測 

値は、次のとおりであった。

１１時００分 風向変動、風速４ノット、視程１０キロメートル以上、雲量5/8 

巻雲 雲高２３，０００フィート、気温１１度Ｃ 露点温度－２度Ｃ、 

ＱＮＨ３０．００インチ／水銀柱

１３時３０分 風向変動、風速２ノット、視程１０キロメートル、雲量 1/8 

積雲 雲高１３，０００フィート、雲量6/8 巻雲雲高２３，０００ 

フィート、気温１４度Ｃ、露点温度－２度Ｃ、ＱＮＨ２９．９４イ 

ンチ／水銀柱

１４時００分 風向０９０度、風速４ノット、視程１０キロメートル以上、雲量 

6/8 巻雲 雲高２３，０００フィート、気温１４度Ｃ、露点温度 

－２度Ｃ、ＱＮＨ２９．９３インチ／水銀柱



2.7.2　事故当日における事故現場付近の気象状況は、機長によれば、天気 晴れ、風 

静穏、視程１０キロメートル以上とのことであった。

２．８　その他必要な事項

2.8.1　日本滑空選手権大会の主催者である社団法人日本滑空協会は、現地調査のう 

え１３箇所の不時着場を競技参加者に示していた（付図参照）。

事故現場に近い不時着場は、次のとおりである。

関本 鬼怒川 事故現場の南南東約２３キロメートル、３００メートル×３０ 

メートル、鬼怒川右岸－草地（標高３９メートル）

大渡戸 鬼怒川 事故現場の南南東約２６キロメートル、４００メートル×３０ 

メートル、鬼怒川右岸－草地（標高３８メートル）

2.8.2　滑空比

同機の飛行規程によれば、最良滑空比は４６である。

３　事実を認定した理由

３．１　解析

3.1.1　機長は、適法な航空従事者技能証明及び有効な航空身体検査証明を有してい 

た。

3.1.2　ＪＡ２３３７は、有効な耐空証明を有し、所定の整備及び点検が行われてい 

た。

3.1.3　調査の結果から、事故発生まで同機に異常はなかったものと推定される。

3.1.4　主催者が示していた不時着場の長さは、３００メートル～４００メートルで 

あるが、機長が不時着場として選定した空き地は、長さは約２００メートルであっ 

て、前記に比べ著しく短いうえ樹木に囲まれていたことから、不時着場としては十 

分なものでなかったと推定される。



3.1.5　機長が、樹木に囲まれた空き地に不時着を実施した際、高度が低くなりすぎ、 

同機は不時着場の手前の樹木と樹木の間に機首を突っ込み、両翼が樹木に衝突して 

落下し大破したものと推定される。

４　原因

本事故は、同機が不時着を実施した際、高度が低くなりすぎ、不時着場の手前の樹 

木に両翼が衝突したことによるものと推定される。
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